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■ 　書 　評　■

西村 大志 ［編 著］

『夜食の 文化誌』

南 山大学 林 雅代

　本書の 書評 の 依頼 を い た だ い た と き，

正 直お引 き受けす るか どうか躊躇 した 。

とい うの も，「夜 食」の 習慣が 全 くない

と自認 す る評者 に，「夜食」の 研 究書 を

批評するの は ，
い ささか不適切 と思わ れ

たか らで ある 。 評者が抱 く 「夜食」の イ

メ
ージ は

， 深夜 まで 勉 強に い そ しむ受験

生の た め 母親の 手で ふ る まわれ る もの ，

とい うもの で あ り， そ の よ うな受験 勉強

とは無縁で あ っ た評者 に は ，当然経験の

ない もの で あ っ た 。

　本書の 構成 は ， 基本的に は時系列 に沿

っ てお り， 第 1 章 は
， 江戸 期 お よ び明治

期 の 「夜食 」 を提供す る屋台 の 担 い 手 と

そ の 階層 につ い て論 じて い る 。 こ こ で は ，

屋台が都市下層労働者の 生 活 と密接 に結

びつ い て い た こ とが 明 らか に され て い る 。

続 く第 2 章は ， 下 層労働者の た め に 簡易

な食事 を提供する存在で あ っ た屋台が ，

サ ラ リー
マ ン が 大衆化 して くる大正 時代

に な り， 仕事 と家庭以外 で の 憩い を提供

する場 へ と転換 して い く過租 を明 らか に

して い る 。 また ， 第 3 章 で は
， 今 日 の

「夜 食」の 代表格 で あ る ラ
ー

メ ン が ， そ

の 異 文化的 なル
ー

ツ を も っ て い か に 日本

社会に 定着 し，家庭 の 中で もそ の 非 日常

性 を保 持 し つ つ ，「夜食」の 定番 メ ニ ュ

ー と して 定着 して い っ た かが 分析 され て

い る 。

　こ こ まで 読 み進 ん で ， 評老 に は ， 「夜

食」が典型的に は，都市的，か つ 男性的

な もの な の で は ない か とい う疑問が浮か

ん だの で ある が ，
こ の 疑問を解決 した の

が ，若者の 「夜食」の 変遷 を論 じた 第 4

章で あ っ た 。 そ こ で は ， 旧 制高校 ・
大学

等 の エ リ
ー

トらが寮生活の 中で形成 した

「夜食」文化 の
一一・

方で ，残 業
・
夜勤 の 男

性社員の 「夜食」が 語 られて い る 。 また，

それ は
， 「夜 食」を禁 じる家庭 規範 の 外

で こ そ形成 され た もの で あ っ た こ とが，

指摘 さ れ て い る 。 女性で ある評 者が ，

「夜食」の 習慣 を持 た な い と認 識 して い

たの も道理 で ある 。 高度成長 を通 じて ，

また ， 受験勉強の 大衆化 を通 じて ， 即席

麺 な どの 「夜食」 は家庭 に も浸透 して い

っ た が ， その 過程 は
， 「お ふ くろ の 味」

を 「創 られ た伝続」と して 生み 出すもの

で ある と同時 に ， 「受験 生 に夜 食 を作 る

母 親1 が登 場 し ， 『夜 食」が 家庭規 範 の

中に一．．t
定取 り込 まれ てい くと い うもの で

もあっ た 。

　 「夜食」が 高 度成長期 に 定着 した とす

れ ば，それ は
一

つ に は ，朝
・
昼 ・晩の

一

日三 食 と い う摂食習慣 と親和 的 な ， オ フ

ィ ス で の 昼 間労働 を基 本 とす る人 々 が ，

社会 の 大多数 を構成 する ように な っ た と

い うこ とを
， 背景 と して い る はずで あ る 。

「夜 食」に 関 す る 農山漁村 で の フ ィ
ー ル

312

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

ドワ ーク に基づ く第 5章が， この こ とを

裏付 ける。 食事 と食事 の合 間や ハ レの 口

に食べ る寿司 は，「夜 に食べ る もの 」で

は あ る が ， そ こ に 暮 らす 人 々 に は 「夜

食」 とい う概念 で 語 られ る もの で はな か

っ た こ とが ， 明らか に され て い る 。 本書

は
， 「夜 食 の 誕生」 を期待 され る タ イ ト

ル なが らそ うで はない （終章）と されて

は い るが ， 評者 と して は ， 「家庭 の 中 で

食べ られ る夕食後の 食事」 とい う意味で

の 「夜食」の 成立 を読み取 る こ とが 可 能

で あ っ た 。

　序 章 に も示 唆されて い る よ うに
， 「夜

食を安易 に 前提に しす ぎて い る」（11ペ

ージ）こ とは ， 筆者 らが研究 を進め て い

くうち に気 づ かれ た の で あろ う。 本書 を

読ん で の 評 者の 素朴な実感 は ， 「夜食」

が 「夜食」で ある とい うこ とは ， 決 して

自明の こ とで はな い の だ とい うもの で あ

っ た 。

　食 とは
， 生理 的な欲求 に根 ざした ご く

基本的な生活習慣の よ うで あ りなが ら，

非常に階層化 され た社会的 な行為で あ る 。

この こ とは ， 自分 の 日常的 な行為で ある

食事習慣が ， 自分 に と っ て， また， 自分

と同様 の 社会階層 に属す る人 に と っ て は

当然で ある が た め に
，

つ い 看過 されが ち

で ある よ うに思わ れ る 。 筆者 らの 研究グ

ル ープは ， 1970年代生 まれ の 男性研究者

を中心 に構成 され て い るが ， も しこ こ に ，

属性 の か な り違 う研究者が加 わ っ て い た

と した ら， 「夜食」の 自明性 に対 す る 疑

念が ， ひ ょ っ とす る とよ り早い 段階 で 浮

か び上 が っ たの で は な い か と思 われ た 。

ま た ， 本 書で の 「夜 食」の 定 義 は，「夜

書　評

遅 い 食事」お よび 「夕食後の 食事1 とい

うもの で あるが ， で は 「食事」 とは何 な

の か ， 単に 「食べ る こ と」 とと らえて よ

い の だ ろ うか 。 特 に ，家庭規範 との 関係

を考える と ， 害悪視 されが ちな 「夜 食」

と，「
一

家 団欒の おや つ 」 とに は，「夜に

食べ る もの 」とい う以上 の 差異があ る 。

「夜食」を分析上の 概念 として 定義する

とい う方法が妥 当なの か ， 疑問が残 っ た 。

　 とは い え，上記 の こ とは，本書の 魅力

を減 じる もの で は決 して ない 。 食事習慣

を実証的に扱 う上 で 利用可能なデ
ータの

限界 に鑑 み た と き ， 特に
， 第 3章で の 小

麦粉量等の デ
ー

タを用い る とい う発想豊

か で 巧み な分析 には
， 思わず うならされ

る もの が ある 。

　近年 ， 深夜労働 に従事する人 々 が 増加

し，
コ ン ビ ニ エ ンス ス トア等 の 普及 に よ

り， 江戸時代
・
明治時代 的な食事習慣 の

人 々 が 増えて い る と思 わ れ る 。 「夕ご飯」

「晩 ご飯」とい う言葉に代わ っ て
， 「夜 ご

飯」 とい う言葉も， 若い 人を中心 に使わ

れて い る よ うだ 。

一
方で ，

い わ ゆ る 「学

力低下 」問題が 議論 され る際に ， 子 ど も

の 食事習慣 が しば しば取 り上 げ られる こ

とか ら も，

一
日三 食 とい う食事習慣 を支

持 し， 「夜食」を害悪視する 規範 も， 根

強 く存在す る 。 「○ ○ の 誕 生」が 論 じ ら

れ る と きは ， そ れが 衰退す る ときで もあ

る の か も しれ な い が ， 「夜 食」 を切 り口

に ， 今 日の 社会変動 をどの よ うに分析す

る こ とが 可 能で あろ うか と ， 想像力 をか

き立 て られ る刺激的 な一
冊 で あ っ た 。
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